
　東北・新潟の日本海沿岸地域は、北海道から九州北部にわたる日本海国土軸の形
成と、環日本海交流圏のゲートウェイとして重要な役割を担っています。その基軸とな
る日本海沿岸東北自動車道（以下、「日沿道」という）は、沿線地域にとどまらず、東北
全域、さらには日本海側全体の産業・経済の活性化や交流・連携の拡大に資する極
めて重要な路線であり、「災害に強い多軸型国土づくり」の観点からも、早期整備が
求められています。

　日沿道の整備率は現在約８２％に達し、山形・秋田県境部の「遊佐象潟道路」は
一部区間を除き２０２７年度までに開通する見通しが示されています。一方、新潟・
山形県境部の「朝日温海道路」は開通見通しが未公表であり、早期公表を求める声が
高まっています。

　人口減少が進む中、地域住民が安心して暮らし続けるためには、地域間の連携を
支える円滑な交通ネットワークの構築が不可欠であり、早期の未整備区間解消が求
められています。

　また、各地で自然災害が激甚化・頻発化し、日沿道沿線でも記録的な大雨や豪雪
による被害が発生しています。人命を守り、国民生活や社会経済活動の維持・早期復
旧を図るためにも、リダンダンシーの確保や広域支援に資する高規格道路の整備促
進と機能強化を急ぐ必要があります。

　こうした効果を広く発現させるためにも、日沿道の一日も早い全線開通を強く求め
るものです。

　よって、ここに日沿道の早期実現を願う東北経済界及び日本海沿岸地域の民間経
済６３団体の総意として、次の事項について政府及び関係機関に強く要望します。

１．  日本海沿岸東北自動車道等の全線開通に向けた建設促進を図るため、次の事
項に配慮すること。

❶日本海沿岸東北自動車道等の一日も早い全線開通に向けて整備促進を図るこ
と。また、開通見通しが未公表である「朝日温海道路」や、「遊佐象潟道路」及び
「二ツ井今泉道路」の一部区間について、早期に開通見通しを公表すること。
❷日本海沿岸東北自動車道と接続する津軽自動車道の全線開通に向け、｢柏浮
田道路」の早期整備を図ること。また、「西津軽能代沿岸道路（青森県西津軽郡
鰺ヶ沢町～秋田県能代市間）」の高規格道路としての位置づけに向けた支援を
図ること。
❸日本海沿岸地域の国際拠点港湾・重要港湾などの主要物流拠点へのアクセス
路として重要な役割を果たす「重要物流道路」に指定された区間の機能強化や
重点整備・支援を行うこと。
❹地域経済の好循環と生産性の向上に資するストック効果の早期発現、ならびに
大都市一極集中の弊害の是正と地方創生の加速化に向けて、長期的・安定的
に道路整備及び管理が進められるよう、機動的な公共投資を推進すること。
❺第１次国土強靱化実施中期計画等で示された目標を達成するため、「概ね２０
兆円強程度の「強」の部分も含め確保し、通常の公共事業予算とは別枠で計上
すること。また、防災・減災・国土強靱化を計画的・継続的に推進していくため
に、資材価格・人件費高騰等の影響や、災害の発生状況等も踏まえ、必要かつ
十分な予算を確保すること。

２．  高規格道路などの整備にかかる事業評価にあたり、既存の費用対効果の算定
には含まれていない観光・産業振興などの波及効果や、災害時の代替路確保な
どによる社会的貢献も適切に評価し、整備促進を図ること。

２０２６年７月２日
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　「日沿道」は、東北縦貫自動車道や東北横断自動車道をはじめとする高規格

道路等と接続し、沿線地域の産業や経済を活性化するだけでなく、災害時にお

ける東北全体での広域的リダンダンシーを確保するためにも、極めて重要な路

線です。
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